
























































　大阪府の北東部、京都と大阪の中間に位置する大都市周辺の衛星都市で、南北 8 ｋｍ、東西 12
ｋｍ。人口は 2018 年 10 月現在 ４03,063 人、世帯数 15 万世帯の中核市。年少人口率 12.8４％、生産
人口率 59.58％、高齢化率 27.58％ を占めている。1）






19４9 年には 12.3％ の赤字率に達した。
　人口の推移や産業別人口の移り変わりは、農村・製造業都市から京都・大阪の通勤圏衛星都市と
して、サラリーマンを主とするサービス業従事者が転入し、1960 年以降の人口増加が著しい。







































　1896（明治 29）年から 15 年間にわたる淀川改修大工事が行われ、1919（大正 8）年には淀川左
岸水防組合も組織され洪水対策が整えられたが、一連の工事費に 1976 年現在の貨幣価値で約 1000













治 29）年に建設される。1909（明治 ４2）年の 1 回目爆発で 7 人の兵士の負傷者を出したが、その
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（198４ 年）。枚方市社会福祉協議会強化計画集約（1985 年）。創立 35 周年記念大会開催、枚方市社





を市に提出、地域共同作業所連絡会結成、設立 ４0 周年記念大会開催（1991 年）。枚方市精神保健
推進協議会発足、老人介護者（家族）の会地域デイケア（1992 年）。東部地区地域デイケア事業実施、
ホームヘルパー 7 時 -20 時派遣の時差勤務試行（199４ 年）。阪神大震災救援活動実施、ボランティ
ア体験プログラム事業、第 2 次枚方市地域福祉計画策定（1995 年）。ふれあいのまちづくり事業実



























＜第 2 群＞公益性・公共性の高い事業、＜第 3 群＞団体事務局業務、＜第 ４ 群＞障害者自立支援法














































































g）   1970 年の殿二校区福祉委員会を皮切りに、2002 年の船橋校区福祉委員会設置まで、４5 小学
校区すべてに福祉委員会組織化が図られた。
h）   校区福祉委員会活動が高齢者への取り組みに傾倒しがちであったが、少子高齢化を見通し






















































































2006（平成 18）年 地域包括支援センター（第 1 圏域）運営
知的障害者活動センターⅠ型運営
2009（平成 21）年 地域包括支援センター（第 3 圏域）運営
2010（平成 22）年 乳児家庭全戸訪問事業
2）精神薄弱者更生施設枚方市立くすの木園運営受託





















　国際障害者年の 1980 年度から社会福祉協議会運営による「枚方市立くすの木園」が 20 名定員で








































































支所）の ４ 区分に倣って人口 10 万人ごとの福祉エリアを構想している。



































くり」理念は不変なまま、住民（市民）参加による計画づくりが、5 年ごとに第 3 次地域福祉活動






























































































































順位 校区名 結成年月日 備考 順位 校区名 結成年月日 備考
1 殿　二 1970.3.21 25 嵯蛇東 1979.2.11
2 山之上 1970.3.21 26 嵯蛇西 1979.2.11
3 高　陵 1971.11.28 27 開　成 1979.2.20
４ 春　日 1972.1.16 28 津田南 1979.5.４
5 殿　一 1972.2.13 29 五　常 1980.6.5
6 桜　丘 1972.3.12 30 菅原東 1981.2.9
7 香　里 1972.3.19 31 中宮北 1981.3.1４
8 枚　方 1972.3.26 32 平　野 1981.7.12
9 枚方第二 1972.3.26 33 藤　阪 1981.11.1
10 小　倉 1972.7.1 3４ 山田東 1981.12.6
11 菅　原 1972.10.29 35 交　北 1982.3.22
12 樟　葉 1973.3.29 36 東香里 1982.6.6
13 津　田 1973.12.22 37 長　尾 1982.7.2
1４ 牧　野 197４.3.10 38 招　堤 1982.7.9
15 香　陽 197４.6.23 39 樟葉北 1982.7.2４
16 中　宮 1975.2.16 ４0 伊加賀 1985.7.20
17 北牧野 1975.9.29 ※ 1 ４1 川　越 1987.2.15 
18 氷　室 1975.10.10 ４2 樟葉西 1987.3.28
19 明　倫 1976.3.27 ４3 西長尾 1987.7.19
20 磯　島 1976.9.1 ４４ 村　野 199４.11.26 ※ 2
21 山　田 1977.8.1 ４5 樟葉南 1997.8.28
22 西牧野 1978.7.8 ４6 田口山 2001.9.21
23 桜丘北 1978.10.1 ４7 船　橋 2001.3.21






人会も 1979 年から順次全市的に組織化され、４2 会 ４3 小学校区に広がっている。
　21 世紀に入って、枚方市社協と校区福祉委員会とは少子化に対応する動きを取り始めた。2001


















































































トワーク事業は、もともと、府下 700 小学校区を対象に福祉委員会を組織して、活動費 50 万円を



















































































































　そこで、1983 年 1 月に当事者と社協単独でなく、当時の医師会・歯科医師会・保健所・
民生児童委員協議会・市老人福祉止課・保健予防課・社協・当事者・ボランティアによる「ねたき
り老人介護者（家族）の会結成準備委員会」が二度にわたって開かれた。一世帯でも多くの介護者




われるようになり、当時は得られにくかった高齢者施策 · 制度や介護用品 · 用具 · 薬や介護に関す
る知識 · 介護体験談などの会員の声を網羅して、居ながらにして介護に関する福祉情報が入手でき


















　介護者の会役員 · 社協 · 保健師など関係者で、介護用品用具展示や販売システムに関して協議を
重ね、1987 年ボランティアセンターの移転により拡張した 27㎡ の空間に市町村で初めて「枚方市
介護用品用具展示センター」（以下、「展示センター」と略称する）が設置され、同時に「枚方市介
護用品用具展示センター運営委員会」が介護者家族の会役員 · 社協 · 展示センター相談員 · 保健所 ·
― 56 ―
戦後の地域福祉実践の再検討（2）　―大阪府枚方市における住民運動・自治と社会福祉協議会活動―　（竹之下典祥）













のなかで問われるようになり、現場レベルで介護 · 医療 · 保健に関わる実務者会議の構築を行う。
市 · 府の保健師、 老人福祉ケースワーカー、社協ホームヘルパー、医師会公衆衛生担当理事に加え、
市内に設置されたばかりのデイサービスセンター職員が加わる「枚方市老人ケア実務者会議 （以下











































































　今日の社会福祉課題として , 国も 199４ 年のエンゼルプラン以降さまざまな取り組みをすすめて
きた . 特に , 地域子育て支援が重要であると捉えられるようになり ,  2007 年度からは「地域子育て
支援拠点事業（ひろば型）」を中学校区ごとに設置するように補助金が出されるようになったが、
その施策以前から子育て支援の必要性が叫ばれていた。









　枚方市は人口 ４1 万人（2011 年 12 月末現在）で、４5 校区の小学校ごとに校区福祉委員会が結成
されており , ４ つのエリア（北 · 中 · 東 · 南）に分かれた学習や交流も行われ , コミュニティワーカー

























2002 年度に 2 つ目の校区で子育てサロンが結成された。2003 年度には 5 校区、 200４ 年度に 8 校区、 




























（『枚方市社会福祉協議会経営戦略プログラム 第 期 』 を改変）【図 8】枚方における地域福祉関連計画の位置づけ
10）
































1  寺   嶋   宗一郎／昭和 22. 8. 1／昭和 26. ４.22
2  寺   嶋   宗一郎／昭和 26. ４.23／昭和 30. ４.30
3  畠   山   晴  文／昭和 30. 5. 1／昭和 3４. ４.30
４  寺   嶋   宗一郎／昭和 3４. 5. 1／昭和 38. ４.30
5  寺   嶋   宗一郎／昭和 38. 5. 1／昭和 ４2. ４.30
6  山   村   富  造／昭和 ４2. 5. 1／昭和 ４6. ４.30
7  山   村   富  造／昭和 ４6. 5. 1／昭和 50. ４.30
8  山   村   富  造／昭和 50. 5. 1／昭和 50. 8. 2
9  北   牧   一  雄／昭和 50. 8.31／昭和 5４. 8.30
10  北   牧   一  雄／昭和 5４. 8.31／昭和 58. 8.30




15  中   司      宏  ／平成 11. 5. 1／平成 15. ４.30
16  中   司      宏  ／平成 15. 5. 1／平成 19. ４.30
17  中   司      宏  ／平成 19. 5. 1／平成 19. 9. 9
18  竹   内      脩  ／平成 19. 9.23／平成 23. 9.22
19  竹   内      脩  ／平成 23. 9.23／平成 27. 9.22















ⅳ） 枚方市教育委員会（1963 年）『社会教育をすべての市民に，枚方の社会教育 no.2』1p-7p 所収，
「第 1 章：社会教育とは何か」が“枚方テーゼ”と通称されるようになった。各節のタイトル












ⅶ） 枚方市社会福祉協議会『社協だより』1981 年創刊。1985 年から年 ４ 回発行となり、2018 年 9
月号で通算 1４1 号を数える。
ⅷ） 完全な保守系候補者が 37 歳の若さで無党派を名乗り市長に就く。市制当初からの革新市政に





1 次では基盤形成に力点を置き、第 2 次では福祉コミュニティの継承と発展に移行している。
内容としても、公私協働の具体的な事業モデルの提言が行われている。
ⅹ） ヘルパー数は、正職員・非常勤職員・臨時職員合わせると 50 名に及び、高齢者 2 チーム、 
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20 日）
2）   『郷土枚方の歴史』，枚方市市史編纂委員会，枚方市，1997 年 .
3）   西村秀樹『大阪で闘った朝鮮戦争 - 吹田枚方事件の青春群像』，第 2 章：枚方事件，４5p-59p, 岩波書店，200４ 年．
４）   枚方市社会福祉協議会『枚方市地域福祉計画』,1987 年．
5）   枚方市社会福祉協議会『第 2 次枚方市地域福祉計画』,1995 年．
6）   枚方市社会福祉協議会『第 3 次枚方市地域福祉活動計画』,2005 年．
7）   大本英治「ケースワーカーの犯罪（人権侵害を問う）」,ノーマライゼーション研究1996年版年報所収 ,1996年 ,ノー
マライゼーション研究編集委員会 , 111-11４ 頁 , 1996 年．
8）   竹之下典祥「意思能力にハンディキャップをもつ知的障害者・痴呆性高齢者・精神障害者に対する経済生活支援
サービス」, 発達障害研究 , 第 21 巻 , 第 1 号 , 9-20 頁 ,1997 年．
9） 竹之下典祥「コミュニティワーカーによるソーシャルワーク実践」,『現代ソーシャルワーク論―社会福祉の理
論と実践をつなぐ―』所収 , 晃洋書房 ,97-100 頁，201４ 年．
10）   枚方市社会福祉協議会『経営戦略プログラム [ 第 2 期 ]』,2012 年．
11）   再掲 10)
12）   古村公久「非営利組織の経営改革―社会福祉協議会の事例から―」，経営情報研究，第 21 巻，第 1 号，53-77 頁，
2013 年．
13）   竹之下典祥「枚方市における地域福祉の発展―特に住民自治・運動の形成と社会福祉協議会活動を中心に」（手
記）, 同志社大学大学院文学研究科社会福祉学専攻修士論文 ,2003 年 9 月．
1４）   https://www.city.hirakata.osaka.jp/cmsfiles/contents/000002４/2４009/18-01.pdf
  および https://www.city.hirakata.osaka.jp/000001739４.html（情報取得日：2020 年 1 月 20 日）
